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注意事項

改　正　理　由 一部改正
改　　正

現　　行

４．３  鉄筋工 

 

 ４．３．１ 鉄筋工 
 
 １．適用 

河川，海岸，道路，水路，コンクリート橋梁，鋼橋床版の鉄筋構造物の加工・組立，及

び，差筋，場所打杭の鉄筋かごの加工・組立に適用する。なお、鉄筋径は，Ｄ１０（φ９) 

以上 Ｄ５１(φ５１)以下とする。 

 

 ２．数量算出項目 

  鉄筋の質量を区分ごとに算出する。 

 

  ３．区分 

 区分は、規格・仕様、材料規格、鉄筋径、施工条件、構造物種別、施工規模、太径鉄筋の

割合とする。 

 
 
  （１）数量算出項目及び区分一覧表 

     １）加工・組立・差筋 

 

区分 

 

項目 

3次元 

モデル 

属性情報 

規格 

仕様 

材料 

規格 
鉄筋径 

施工 

条件 

構造物

種別 

施工 

規模 

太径鉄筋

の割合 
単位 数量 備考 

鉄 筋 Ｂ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ t   

      注）規格・仕様区分において「場所打杭用かご筋」に区分される場合は、施工条件区分、       

構造物種別は算出する必要はない。 

   

 「鉄筋」は、簡易な形状（点、線、面）を用いて位置と延長より質量を算出し、属性情報を 

用いて規格・仕様等を区分することより「Ｂ」を適用する。 

 

 （２）規格・仕様区分  

規格・仕事 適 用 基 準 

一般構造物 構造物の鉄筋の加工・組立 

場所打杭用かご筋 場所打杭用鉄筋かごの加工・組立 

 

 （３）材料規格区分および鉄筋径区分 

材料規格 鉄 筋 径 材料規格 鉄 筋 径 材料規格 鉄 筋 径 

 

ＳＤ２９５ 

 

Ｄ１０  

ＳＤ３４５ 

 

 

 

 

 

 

Ｄ１０  

 ＳＲ２３５ 

 

φ９ 

Ｄ１３ Ｄ１３ φ１３ 

Ｄ１６ Ｄ１６～Ｄ２５ φ１６～φ２５ 

Ｄ２９～Ｄ３２ 

Ｄ３５ 

  

Ｄ３８ 

Ｄ４１ 

Ｄ５１ 

次頁へ移動

４．３  鉄筋工 

 

 ４．３．１ 鉄筋工 
 
 １．適用 

河川，海岸，道路，水路，コンクリート橋梁，鋼橋床版，トンネル等の鉄筋構造物のう

ち、現場における加工・組立，及び，差筋，場所打杭の鉄筋かごの加工・組立に適用する。

なお、鉄筋径は，Ｄ１０（φ９) 以上 Ｄ５１(φ５１)以下とする。 

 

 ２．数量算出項目 

  鉄筋の質量加工質量、組立質量を区分ごとに算出する。 

組立の歩掛において必要に応じて計上する鉄筋材料の質量は、総組立質量から総加工質量

を減じた質量とする。 

 

  ３．区分 

 区分は、規格・仕様、材料規格、鉄筋径、施工条件、構造物種別、施工規模、太径鉄筋の

割合とする。 

 
 
  （１）数量算出項目及び区分一覧表 

     １）加工・組立・差筋 

 

区分 

 

項目 

3次元 

モデル 

属性情報 

規格 

仕様 

材料 

規格 
鉄筋径 

施工 

条件 

構造物

種別 

施工 

規模 

太径鉄筋

の割合 
単位 数量 備考 

鉄 筋 Ｂ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ t   

      注）規格・仕様区分において「場所打杭用かご筋」に区分される場合は、施工条件区分、       

構造物種別は算出する必要はない。 

   

 「鉄筋」は、簡易な形状（点、線、面）を用いて位置と延長より質量を算出し、属性情報を 

用いて規格・仕様等を区分することより「Ｂ」を適用する。 

 

 （２）規格・仕様区分  

規格・仕様 適 用 基 準 

一般構造物（加工） 構造物の鉄筋の加工・組立 

一般構造物（組立） 構造物の鉄筋の組立 

場所打杭用かご筋（加工） 場所打杭用鉄筋かごの加工・組立 

場所打杭用かご筋（組立） 場所打杭用鉄筋かごの組立 

橋梁用床版（加工） 橋梁床版における鉄筋の加工 

橋梁用床版（組立） 橋梁床版における鉄筋の組立 

トンネル内構造物（加工） トンネル内構造物における鉄筋の加工 

トンネル内構造物（組立） トンネル内構造物における鉄筋の組立 

差筋及び杭頭処理（加工） 差筋及び杭頭処理における鉄筋の加工 

差筋及び杭頭処理（組立） 差筋及び杭頭処理における鉄筋の組立 
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 （４）施工条件区分 

    トンネル内の鉄筋組立作業がある場合は、その数量を区分して算出する。 

    なお、トンネル内に区分した場合は、（５）構造物種別は算出する必要はない。 

 

 （５）構造物種別  

規格・仕様  適 用 基 準 

切梁のある構造物 切梁のある構造物、立杭、及び深礎工（掘削坑内組立て）の加
工・組立作業（Ｈ₁）＜（Ｈ₂）×２ 

地下構造物 
地表面下で覆工板等に覆われて施工する構造物の加工・組立 
作業 

橋梁用床版 鋼橋用床版（ＰＣ床版は除く）の加工・組立作業 

ＲＣ場所打ホロースラブ橋 ＲＣ場所打ホロースラブ橋の加工・組立作業 

差筋及び杭頭処理 差筋及び杭頭処理作業 

 

 （６）施工規模区分 

    １工事に２つ以上の規格・仕様を適用する場合は、１工事あたりの全体数量を算出する。 

  

 （７）太径鉄筋の割合区分 

      １単位当たり構造物に使用する太径鉄筋（Ｄ３８以上Ｄ５１以下）の質量を算出し、１単位      

当たり構造物における割合を以下の方法により算出する。 

    なお、（５）構造物種別で橋梁用床版またはＲＣ場所打ホロースラブ橋を選択した場合は、   

算出する必要はない。 

 
１単位当たり構造物の設計太径鉄筋質量 

太径鉄筋の割合＝ 
１単位当たり構造物の設計質量 

 
 

（１単位当たり構造物の参考例） 

①１工事で複数の橋脚を施工する場合 

橋脚１基毎の太径鉄筋の質量を算出し、集計する。 

②１工事で複数の場所打杭用かご筋を施工する場合 

杭１本毎の太径鉄筋の質量を算出し、集計する。 

 

 （８）その他 

 鉄筋の継手方法が機械継手の場合、場所打杭用かご筋以外でフレアー溶接を行う場合は別途 

数量を算出するものとする。 

現行なし

前頁から移動

（１単位当たり構造物の参考例） 

①１工事で複数の橋脚を施工する場合 

橋脚１基毎の太径鉄筋の質量を算出し、集計する。 

②１工事で複数の場所打杭用かご筋を施工する場合 

杭１本毎の太径鉄筋の質量を算出し、集計する。 

 

 （８）その他 

 鉄筋の継手方法が機械継手の場合、場所打杭用かご筋以外でフレアー溶接を行う場合は別途 

数量を算出するものとする。 

（３）材料規格区分および鉄筋径区分 

材料規格 鉄 筋 径 材料規格 鉄 筋 径 材料規格 鉄 筋 径 

 

ＳＤ２９５ 

 

Ｄ１０  

ＳＤ３４５ 

 

 

 

 

 

 

Ｄ１０  

 ＳＲ２３５ 

 

φ９ 

Ｄ１３ Ｄ１３ φ１３ 

Ｄ１６ Ｄ１６～Ｄ２５ φ１６～φ２５ 

Ｄ２９～Ｄ３２ 

Ｄ３５ 

  

Ｄ３８ 

Ｄ４１ 

Ｄ５１ 
 

材料規格 鉄 筋 径 材料規格 鉄 筋 径 

ＳＤ３９０ 

Ｄ２５ 

ＳＤ４９０ 

Ｄ３５ 

Ｄ２９ Ｄ３８ 

Ｄ３２ Ｄ４１ 

Ｄ３５ 

 Ｄ３８ 

Ｄ４１ 

 

 （４）施工条件区分 

    トンネル内の鉄筋組立作業がある場合は、その数量を区分して算出する。 

    なお、トンネル内に区分した場合は、（５）構造物種別は算出する必要はない。 

 

 （５）構造物種別  

規格・仕様  適 用 基 準 

切梁のある構造物 切梁のある構造物、立杭、及び深礎工（掘削坑内組立て）の加
工・組立作業（Ｈ₁）＜（Ｈ₂）×２ 

地下構造物 
地表面下で覆工板等に覆われて施工する構造物の加工・組立 
作業 

橋梁用床版 鋼橋用床版（ＰＣ床版は除く）の加工・組立作業 

ＲＣ場所打ホロースラブ橋 ＲＣ場所打ホロースラブ橋の加工・組立作業 

差筋及び杭頭処理 差筋及び杭頭処理作業 

 

 （６）施工規模区分 

    １工事に２つ以上の規格・仕様を適用する場合は、１工事あたりの全体数量を算出する。 

  

 （７）太径鉄筋の割合区分 

      １単位当たり構造物に使用する太径鉄筋（Ｄ３８以上Ｄ５１以下）の質量を算出し、１単位      

当たり構造物における割合を以下の方法により算出する。 

    なお、（５）構造物種別で橋梁用床版またはＲＣ場所打ホロースラブ橋を選択した場合は、   

算出する必要はない。 

 
１単位当たり構造物の設計太径鉄筋質量 

太径鉄筋の割合＝ 
１単位当たり構造物の設計質量 
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 ４．３．２ ガス圧接 

 

 １．適用 

鉄筋構造物の組立作業における手動式（半自動式）、自動式のガス圧接工に適用する。 

 

 ２．数量算出項目 

鉄筋のガス圧接箇所を区分ごとに算出する。 

 

  ３．区分 

 区分は、規格、施工規模とする。 

 

（１） 数量算出項目及び区分一覧表 

区分 
 
項目 

3次元 
モデル 

属性情報 

規格 施工規模 単位 数量 備考 

ガス圧接 Ｂ ○ ○ 箇所   
 

「ガス圧接」は、簡易な形状（点、線、面）を用いて位置と個数を算出し、属性情報を用いて規

格や施工規模を区分することより「Ｂ」を適用する。 

 

 （２）規格区分 

規  格                
  

 

 

 

Ｄ１６＋Ｄ１６ 

Ｄ１９＋Ｄ１９ 

Ｄ２２＋Ｄ２２ 

Ｄ２５＋Ｄ２５ 

Ｄ２９＋Ｄ２９ 

Ｄ３２＋Ｄ３２ 

Ｄ３５＋Ｄ３５ 

Ｄ３８＋Ｄ３８ 

Ｄ４１＋Ｄ４１ 

Ｄ５１＋Ｄ５１ 

      注）径違いの圧接の場合は、上位の規格による。  

 

 （３）施工規模区分 

 １工事における全規模の全体数量が１００箇所以上であれば「無」、１００箇所未満であれ

ば「有」として区分する。 

 

 

 

３．区分 

 区分は、規格、施工規模とする。 

 

（１） 数量算出項目及び区分一覧表 

区分 
 
項目 

3次元 
モデル 

属性情報 

規格 施工規模 単位 数量 備考 

ガス圧接継手 
機械式継手 

Ｂ ○ ○ 箇所   
 

「ガス圧接継手・機械式継手」は、簡易な形状（点、線、面）を用いて位置と個数を算出し、属

性情報を用いて規格や施工規模を区分することより「Ｂ」を適用する。 

 

（２） 規格区分 

 

ガス圧接継手規格  機械式継手規格 

Ｄ１６＋Ｄ１６  Ｄ１３＋Ｄ１３ 

Ｄ１９＋Ｄ１９  Ｄ１６＋Ｄ１６ 

Ｄ２２＋Ｄ２２  Ｄ１９＋Ｄ１９ 

Ｄ２５＋Ｄ２５  Ｄ２２＋Ｄ２２ 

Ｄ２９＋Ｄ２９  Ｄ２５＋Ｄ２５ 

Ｄ３２＋Ｄ３２  Ｄ２９＋Ｄ２９ 

Ｄ３５＋Ｄ３５  Ｄ３２＋Ｄ３２ 

Ｄ３８＋Ｄ３８  Ｄ３５＋Ｄ３５ 

Ｄ４１＋Ｄ４１  Ｄ３８＋Ｄ３８ 

Ｄ５１＋Ｄ５１  Ｄ４１＋Ｄ４１ 

  Ｄ５１＋Ｄ５１ 

      注）径違いの圧接接合の場合は、上位の規格による。 

       

 （３）施工規模区分 

 １工事における全規模の全体数量が１００箇所以上であれば「無」、１００箇所未満であれ

ば「有」として区分する。 

４．３．２ ガス圧接継手・機械式継手 

 

 １．適用 

鉄筋構造物の組立作業における手動式（半自動式）、自動式のガス圧接継手工、機械式継手

（グラウト）、機械式継手（ねじ加工）の場合に適用する。 

 

 ２．数量算出項目 

鉄筋のガス圧接継手箇所を区分ごとに算出する。 

機械式継手の箇所を区分ごとに算出する。 

 


